





































































































2）　高桑駒吉「校訂增補吾妻鏡卷第四十六」明治 29 年大日本図書 39P　
3）　橋本実「武家法制 - 中世篇 -」雄山閣昭和 13 年 193P


































































































9）　.石井良助「江戸の刑罰」中央新書.昭和 39 年 15P
10）　大久保治男「徳川幕府刑法における責任論序説」駒大法学論集 51 平成 7 年　46
























13）　司法資料別冊第十號御仕置例類集第一輯古類集昭和 18 年 4 ～ 5P

































































































































































留は、総数 7,156 冊、付属図 1,504 枚としている。また、明治元年に刑法局
が参考にした「諸藩律」は、幕府評定所が編集した各藩の刑法をまとめたも
21）　同上 113~114P　（破線アンダーラインは筆者加筆、以下同じ。）
22）.　同上 1154P（司法資料第 166 號徳川禁令考第四帙司法省調査課共益出版書店昭
和 6 年 113）
23）　同上 123P
徳川幕府刑法に見る幼年者処分について（鷲野）　37
ので 23 冊あったとされている 24）。
古類集は、御仕置例類集の権与であり、事後の類例集は、古類集に倣って
編集されている。

























24）　三浦周行「續法制史の研究」岩波書店大正 14 年 1392 ～ 1413P









































































































































父親の科による縁坐処分として、古類集においては、4 例、新類集に 3 例、








































































































28）　三浦周行「法制史の研究」岩波書店大正 14 年　1028 Ｐ
29）　司法省秘書課司法資料別冊第 18 號御仕置例類集第 2 新類集　昭和 19 年 194 Ｐ
30）　司法省秘書課司法資料別冊第 17 号日本近代刑事法令集上　昭和 20 年　218
























































32）　司法省調査部司法資料 273 號徳川時代裁判事例續刑事ノ部 411 ～ 412P

















































































い、明治 27・28 年に前聚 62 巻 6 帙、後聚 40 巻 4 帙、合計 10 帙（10 冊）が
加版されている。
幼年者については、後聚第四帙巻三十二「拾五歳以下之者御仕置之亊」以
下に 9 例が収められている 37）。また、卷三十四には、「御仕置ニ成候もの之伜」


















































































































































































まで 37 回発出されている。名古屋控訴院管内司法資料第 19 号「幕府時代の掟及
古文書數種」寛政十二年尾州知多郡佐布里村御仕置五人組組合帳の廿三「捨子不
可仕若村中捨子之儀候ハゝ村中にて致養育早速致可注進候亊」も同旨































43）.　戸田分＝佐藤進一外編「中世法制史料集『武家家法 II』」4 巻 161 Ｐ（明応八年
五月二日全久長興寺定書写）岩波書店 161 Ｐ 1965 年、田村分＝三春町編「三春
町史第 2 巻.（通史編.2.近世）」1984 年 785 Ｐ、長野分＝榛名町誌編さん委員会編
『榛名町誌.通史編上巻』第 4 章榛名町誌刊行委員会 2011 年 622 Ｐ、島津分＝東京
大学史料編纂所「薩摩逸史『福昌寺開山系譜』」島津家文書 -2-27 中「福昌寺文書
十三通写（一四通）」、武田分＝福井県文書館蔵「県史 9 章（天文 13 年 12 月 7 日.
武岡信量奮状.（武田）信量.正昭院御房.重科人の保護 140 Ｐ）、結城分＝下村効・
山中としい「悴者考 --『結城氏新法度』をめぐって」國學院雑誌 89 巻 11 号 1988
年 64 Ｐ～等参照




























45）　司法省調査部編「御仕置例類集第一輯古類集」昭和 16 年　293 Ｐ
46）　41 同「依父之科御仕置ニ成候類」288P
47）.　東京帝國大學文學部史料編纂部編「大日本古文書（家わけ第 7 號）」東京帝大　
大正 9 年 92P


























49）.　天明 8 年から寛政 10 年まで第一篇、寛政 11 年から文化 5 年までを第二篇とする。
文化 4 年に御仕置例類集が作成されることとなり、編纂が終了している。
50）.　石塚英夫「徳川幕府刑法における謀書謀判」九州大学法政学会法政研究 45 号昭

































53）　近藤圭造編「皇朝律例彙纂」嚴松堂書店出版人阪上半七　明治 9 年　68 Ｐ























































では 9 種類あったものが、現行法では、不処分・不開始決定を含め 4 種類で
















古類集 新類集 續類集 天保類集




十五歳迄親類預遠島 1 3 4 4
十五歳迄溜・足寄場預遠島 1 2 1 3 5 2
十五歳以後火附盗賊
改出訴 1 6 1
十五歳迄組仲間等預 1
追放（軽～重・所拂） 1 1 3 1 1 1 2
過怠牢 3 4 1
人足寄場 1
重敲・敲 2 1 4 2
入墨・敲 1 7
入墨 3 2 3 1
押込・手鎖 3 1 3
急度叱・叱 4 3 1 11
宥免・咎なし 5 1 1 2 6
永牢 1







寛保三戌年 非人手下 享保三亥年 遠島出家宥免（本人寺住起證文）法令
安永元辰年 過怠牢 元文三午年 遠島出家宥免（本人寺住起證文）
安永四未年 十五歳迄親類預遠島・出家宥免 寶暦四戌年 遠島出家宥免　　　　　　　　先例
文政五午年 十五歳迄溜預遠島　　事案重篤 文化十酉年 遠島出家赦免
文化四卯年 十五歳迄溜預遠島　　再犯恐れ 天保九戌年 中追放出家宥免
文化三巳年 十五歳迄溜預遠島　　再犯恐れ
文化二丑年 十五歳迄親類預大坂三郷拂
文化三寅年 十五歳迄溜預遠島　　親の監護不足
文化十酉年 入墨
享保十巳年 百日押込　　　　　　子供同士怪我
　寛政二戌年 赦律により、本人の科を出家で宥免はしないこととした。
後聚第一帙卷六刑律條例之部　322P
元文二巳年 重科人之伜親類等御仕置之儀 伺之上可申付…火罪磔ニ成候もの之子とも搆無之亊
右ハ町人百性其外輕キもの
享保六丑年 四之御條文之通相認申候
享保六丑年 重科人之伜親類等御仕置之儀 伺之上可申付…火罪磔ニ成候もの之子とも搆無之亊
右ハ町人百性其外輕キもの
元文二巳年 條文本章ニ同シ故ニ畧ス
元文三午年 重科人之伜親類等御仕置之儀 伺之上可申付…右惡亊之企不存ニ相決候ハヽ可差免
火罪磔ニ成候もの之子とも搆無之亊
右ハ町人百性外輕キもの
寛保元酉年 町人百性… 主殺親殺叉ハ各別重キ科之もの之子共は可伺候…死罪一通之もの之子共ハ搆無之
候此外獄門磔ニ成候もの之子共にても搆無之候
享保九辰年 主殺親殺叉ハ格別重キ科之もの共ハ可伺候親類ハ搆無之候右躰之重科ニ候ハゝ所江預ケ置…
差免可申候…之子共ハ搆無之候…獄門磔ニ成候もの之子共ニ而も搆無之候右ハ町人百性外輕
キもの（武家は除くの意）
出家による宥免　　　　後聚五帙　446P
安永四未年 拾五歳以下ニ而盗いたし遠島ニ可相成哉もの出家爲致度願出候
久世出雲守差上候書面一覧…捨松儀…金三拾两…盗取候處幼少ニ付親…預ケ置拾五歳ニ相成
候上遠島可申付…出家願いたし候…寺院之願ニ而出家仕候例ハ御座候得共其身之惡亊ニ而親江
預ケ置候内出家願申出候例不相見候ニ付相伺申候
　此儀土岐美濃守…去午年申上願之通遠島御免出家仕候樣可申渡旨被仰聞候…例有之候間…
　遠島御免弟子ニ仕出家爲致候樣可申渡旨被仰渡可然哉ニ奉存候
下ゲ札　 本文之類例寛政四子年…御免難成段申渡尤以來共此度御指圖之趣を以不及伺取計可 
申旨…被仰渡候爲見合下ゲ札いたし置
徳川幕府刑法に見る幼年者処分について（鷲野）　65
徳川刑事裁判例幼年者処分
徳川刑事裁判例　刑事之部
明和三戌年 養父之科に依て本刑に
處せられし者
右之者儀養父靑木丹下不届有之獄門申付候間依父之科遠島
天明五巳年 數度火を放て遺恨ある
者に誣ひし者
重々不届至極に御座候得共幼年もの之儀に付遠島申渡十五歳
迄歸牢
文化八未年 主人に打擲せられしを
憤り燒燬する意にハ非
すといへ共放火せし者
不届ニ付遠島申渡十五歳まで助七江預置候例をも見合新次郎
右同樣父庄右衛門へ預置
文化九申年 人の宅舎へ附火せしも
十五歳未滿に付預の上
本罪に處せらるへき者
親類身寄之もの無御座候聞右御定之趣を以以つね儀拾五歳迄
顯妙并母くめ預置遠島
寛政十一未年 不斗惡心出…箪笥引出
しニ入有之候金三两一
分財布之儀取出し隠置
候
相返し詫相濟主人よりも宥恕之儀相願候得共右始末幼年とハ
乍申不届ニ付百日過怠牢
